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　　　Ｆ－17　主婦の就労に閉i るﾉff■fc一既竹婦ん馨働慮と働<婦みの良ぷっ‥7 －

　　　　　　脊良々亥家貳　・私手漱江　疋田汗子　甕蕎'こ尺　他村刄

　弘-7　婦ん労働蕩請に既雅婦ん常働^ ・,捧祉り

りt 。一掃とレフ. 労働M 鳶すi蔓をf-f めい･る「御婦人り軋　と既m岬人曹常

連k. のf・・ヽわりゐ丿を把孤し. グ・Jh^べ了-i向i知ろうと^i．

　ずほ雇^ト蜂ん業物浦り内p｛-<f 沸の期ﾉなヽヽ外タく　且つ「’伽し婦ん･･軋φ饅－でれ

ていろ神尹申希孵ii,t 市/刎r^.　if の利所と就恥cつ口t -fンケート i,’ぶび実蓼調査を

行'^ つ7'．フンヶ一トり･il 吋お＼J 泗. 欄糞襄(＼l は/り/今/り～/ﾌﾀ^吽3 いある.
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々，存?t i 恥ってI) 5溥,川り歌で為っI'.

i･利昭して丿り）･W^ として，J ’糾間に余倚がり I'．゜’逢いダヽ似　芽が? <'（活嘲内

奮をi=りりいぺりい，

四¶^ の争川1^口けして1?プ漱暑をμΓ＼り軋が素愚f I'.

4･「働く呻んめ軋恥停りりl渇収呪をみると. ･婦人穿脚^ f り為f^象直りt峰

の｜りく. % ／--.婦人易伽ぶの内で）n：t^ ^盾りi が既婚潭f <}もりヽ.

　vi r のこいぶと’りヽろ. 本車。j伽く婦ぐりμt龍龍といtil^ いれてヽ，ろ「働く婦人

の軋　て･＼りiろir^．裾段輝r･μ奸ん脊ff≪ 甫特に既将岬A f 伽劃- と，r (J､t ?り奮い存
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　　　Ｆ－18　　　　　共　働　差　家　庭　の　保　貧　形　態

　　　　　　　　京都府大泉政　o よ野騰べ　　奈良ナ文客政　，北村君

　工。目的

　共飢き家庭における保有li ,核家族化騨進み，駈会的保育施設のぞ足似-M 深刻化

してきていう現在，共働き継続と可能に寸るかどうゐヽと左右堵る重乖な問題である。

本報告は，これまで共働きと続けてきた主婦鱈ど・様な形でほ賃を行い，その上で･困

ったことは何かt調査し，I呆有形粍乞規定すると老£られる乖因包分有する中て･. 2.

婦<n I; 働き£1兄傭する立場からの保t条件を;検討しようとしたものT" ある。今回は。

- のうち，保有形%の扨専と。規之零a としては家庭状妬£中ヽ心とした内的曹IS につ

いて<r>み･報^する。

　1. が法

　灯fe‥・　山口市内･7･ふt放1集の児童^ MすI 農働之家庭I47世芹

　時期,･-　BE 和4- 5 4- 4- a T 匂ヵ･ら5 月中旬3 X" 欠落‥・掴4覧乞i?.布レ回収しr-。

　皿。和泉

　C）　保肩r> 態としてはド個人保^' び>r7% 乞と め，准育阿保f ■’は2 2.%で･ある。

　｡2）　共(I*きを統けなから保育する上でヽ困るこい畝゛子供。しつけや生活習慄ごo

簡題が最も多心,ついt- ' ｝供k，接触，煮忌疎通早足',* 手侠・ヽ病気∵a ・･行事･こ出

庫で･5 ないヅ保有門-I- 入れなしV '■。嘸でヽあっtz。

　t3）係育め範乞境定すう零因乞叡庭攻ヱからみ,るi: ,s>-）主婦・廠-t 躬既ヵ・i ,レフベ

-ヽ雇用% ftヽ否かμ）$.庭内あいヽは近岬に植父母卜いるか^かのこ点か’考えられ■5 。


